した。 何でも 革命の 事が 書いて ある。 労働者が どうと 

かしたら、 気が 違って 〔# 「違って」 は 底本で は 「違って」〕、 

ま-や 

ダイナマイト を 抛り つけて、 しま ひに その 女まで どう 

とかした とあった。 兎に角 万事が 切迫して ゐて、 暗澹 

たる 力が あって、 とても 日本の 作家なん ぞに は、 一行 

しろもの 

も 書け ないやうな 代物だった。 勿論 自分 は大に 感心し 

ぎ やう あ ひだ 

て、 立ちながら、 行の 間へ 何 本 も 色鉛筆の 線 を 引い 

た。 

所が 飯 田 橋の 乗換で ふと 気がついて 見る と、 窓の 外 

の 往来に、 妙な 男が 二人 歩いて ゐた。 その 男 は 二人と 

ThJ. ク 1 1 ま ろ 

も、 同じ やうな 襤縷々 々の 着物 を 着て ゐた。 しかも 髪 



は 又 さっき 読み かけた 露西亜 小説へ とりかかった。 す 

ると 一 頁と 読まない 内に、 ダイナマイトの 臭 ひよりも 

今 見た 寒 山 拾得の 怪しげな 姿が 懐し くな つた。 そこで 

うしろ 

窓から 後 を 透して 見る と、 彼等 はもう 豆の やうに 小 

さくな りながら、 それでも まだ はっきりと、 朗 な晚 

秋の 日の 光の 中に、 箒 を かついで 歩いて ゐた。 

自分 は 吊 革に つかまった 儘、 元の通り 書物 を 懐に 入 

うち 

れて、 家へ 帰ったら 早速、 漱石 先生へ、 今日 飯 田 橋で 

寒 山 拾得に 遇った と 云 ふ 手紙 を 書かう と 思った。 さう 

思ったら 〔# 「思ったら」 は 底本で は 「思ったら 匕、 彼等 

が 現代 の 東京 を 歩 いて ゐ るの も、 略々 無理が ないやう 
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